
地方譲与税及び各種交付金
８億９，２４５万円　５．０％

県支出金
１１億９１６万円　６．２％

市債
１４億４，８４３万円　８．１％

市税　２８億４，６２９万円　１５．９％

分担金及び負担金、使用料及び　　
手数料、財産収入、寄附金、繰入金

２２億４，４５９万円　１２．６％

諸収入
５億４，７０２万円　３．１％

地方交付税　５８億４，２５１万円　３２．７％

国庫支出金
２２億８，３６７万円　１２．８％

人件費　２４億２，５８１万円　１４．１％

扶助費
２５億１，５９７万円　１４．６％

公債費
１７億７１２万円　９．９％

普通建設事業費
２１億５，３８３万円　１２．５％災害復旧事業費

　１億７４８万円　０．６％

物件費 ３４億３５万円 １９．８％

維持補修費
２億１，２２６万円　１．２％

補助費等
１３億８０３万円　７．６％

積立金
１２億５，２３６万円　７．３％

繰出金　１９億７，４１２万円　1１.６％

投資及び出資金、貸付金
１億４，０１０万円　０．８％

自主財源自主財源
３５.２％３５.２％

自主財源
３５.２％

依存財源依存財源
６４．８％６４．８％
依存財源
６４．８％
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収
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、
８
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し
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。
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入
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て
、
市
税
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前
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約
１
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■
決
算
の
概
要

　

令
和
４
年
度
は
、
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
を
実
施
し
つ
つ
、
急
激
な
物

価
高
騰
に
対
応
し
、
市
民
生
活
を

守
る
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に
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地
域
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最
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に
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策
な
ど
に
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取
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組
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し
た
。
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な
ど
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経
常
的
な
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出
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増
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向
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あ
り
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。
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通

建
設
事
業
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は
、
ア
ウ
ト
ド

ア
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点
づ
く
り
事
業
や
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浦

こ
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橋
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修
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実
施
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ど
に
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り
、
前
年
度
比
で
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・
８
％
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約
２
億
１
千
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円
増
加
し
ま
し
た
。

令和４年度の主な事業

各会計の決算状況

にかほ市の貯金にあたる 「財政調
整基金」は、突発的な災害により生じ
た減収の補てんや緊急を要する経費に
備えるため、また年間の財源の不均衡
を調整するために設置している積立金
です。
　令和元年度末においては、ガス事業
会計の廃止に伴う貸付金により一時的
に減少しましたが、令和２年度末には、
同貸付金の返還等により残高は回復し、
その後はふるさと納税による寄附金や、
新型コロナウイルス感染症対応の国庫
補助金などを有効活用して事業を推進
したことにより、令和４年度末の残高
は約３５億２，０００万円となりました。

にかほ市では
市債残高に留意
し、過度な将来
負担とならない
よう考慮しなが
ら大型事業を実
施していて、残
高は徐々に減少
しています。

繰越金
６億４，１９６万円　３．６％

0

10

20

３０

４０

令和元年度

令和３年度
令和４年度

令和２年度

財政調整基金（貯金）残高の推移
　　　　　　　　　　　　　　　（年度末）

一般
会計歳入一般

会計歳出

１８．８

１００

１２５

１５０

１７５

平成３０年度

令和元年度
令和３年度

令和４年度
令和２年度

一般会計・市債（借金）残高の推移（年度末）
※資本的支出に不足する額は、
　過年度分損益勘定留保資金
　などで補てんしました。

　　　　 会計名

一般会計

特別会計

 国民健康保険（事業勘定）

 国民健康保険（施設勘定）

 後期高齢者医療

 公共下水道事業

 農業集落排水事業

歳入総額 ①  

１７８億５，６０８万５千円

２７億３，３５３万０千円

９，４０５万３千円

３億６，１００万３千円

１３億１万２千円

４億４，５３５万８千円

歳出総額 ②  

１７１億９，７４３万４千円

２７億６５９万３千円

８，２１４万７千円

３億５，９４４万６千円

１２億７，６４２万１千円

４億２，５１９万５千円

形式収支  　  
③＝①－②   

６億５，８６５万１千円

２，６９３万７千円

１，１９０万６千円

１５５万７千円

２，３５９万１千円

２，０１６万３千円

繰越事業費　 
繰越財源④　 

１億２８万５千円

０円

０円

０円

１，０６３万１千円

１，１０７万３千円

実質収支   　　 
③－④  　　

５億５，８３６万６千円

２，６９３万７千円

１，１９０万６千円

１５５万７千円

１，２９６万０千円

９０９万０千円

　　　 企業会計

水道事業

　　　　

 収益的収支

 資本的収支

収　入    　　

６億３，０９１万３千円

７，９１８万０千円

支　出  　 　 

６億１１７万２千円

２億２，６４５万１千円

　にかほ市議会９月定例会で承認された令和４年度の決算状況をお知らせします。（金額・数値は表示単位で調整）

義務的経費義務的経費
３８．６％３８．６％

義務的経費
３８．６％

投資的経費投資的経費
１３．１％１３．１％

投資的経費
１３．１％

その他その他
４８．３％４８．３％

その他
４８．３％

１．快適に暮らせるまち
　　障がい福祉サービス事業・・・5億６,４６８万円
　　避難路整備事業・・・２,３５６万円
　　象潟大竹線・象潟前川線道路改良事業・・・８,７２９万円
　　金浦こ線橋改修事業・・・１億２,３０３万円
　　高齢者予防接種事業・・・９９４万円
　　公園施設整備事業・・・8,７５９万円
２．子育てしやすいまち
　　任意予防接種事業・・・1,１３１万円
　　放課後児童健全育成事業・・・３,１６７万円
　　病児保育事業・・・1,７０９万円
　　子ども家庭総合支援拠点事業・・・4,６４５万円
　　出産・子育て応援交付金事業・・・９２９万円
３．高齢者が元気なまち
　　家族介護援助金支給事業・・・７４２万円
　　ほかほか入浴補助事業・・・３４９万円
　　地域支援事業・・・2,５９７万円
４．若者に魅力のあるまち
　　若者支援住宅整備事業・・・２,９６３万円
　　移住・定住促進事業・・・2,１３３万円
　　子ども伴奏プロジェクトPR事業・・・１,２９３万円

５．人と文化が豊かなまち
　　図書館大規模改修事業・・・８,５２１万円
　　獅子ヶ鼻湿原緊急調査事業・・・５５８万円
　　池田修三作品活用事業・・・４１１万円
６．稼ぐ力が強いまち
　　森林経営管理制度事業・・・1,６１９万円
　　水産基盤整備関係事業・・・３,７２８万円
　　ワーケーション推進事業・・・３,2３９万円
　　アウトドア拠点づくり事業・・・３億８,５０５万円
７．市民と行政が協働でつながるまち
　　若者100人会議事業・・・４１２万円
　　ふるさと納税関連事業・・・6億４,０１５万円
８．新型コロナウイルス感染症対策事業
　　コンビニ交付導入事業・・・２,４１６万円
　　子育て世帯生活支援特別給付金事業・・・１億５６９万円
　　住民税非課税世帯物価高騰対策事業・・・３,６５６万円
　　電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業
　　（市単独分）・・・1,１３２万円
　　一次産業支援事業・・・６,１６８万円
　　飲食店・運送業等事業継続支援金・・・２,８９８万円
　　新型コロナウイルスワクチン接種事業・・・１億４,７７２万円

■
令
和
４
年
度
決
算
と
今
後

　

の
財
政
運
営

　

令
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４
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計
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、
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を
示
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４
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標
の
う
ち
、
実
質
公
債

費
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率
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た
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の
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十
分
健
全
な
基
準
の
範
囲
内

に
あ
り
ま
す
。
　
　
　

　

今
後
も
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ふ
る
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と
納
税

を
は
じ
め
と
し
た
自
主
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源
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保
に
注
力
し
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、
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用
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迫
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政
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利
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地
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用

し
、
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業
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に
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進

し
て
い
き
ま
す
。

問　財政課☎４３-７５１2

（単位：億円）

１５１
１４５ １４４

　財政状況が良好かどうかを示す指標に、健全化判断比率（４指標）と資金不足比率があります。
　国が示す判断基準により、市の財政が「健全」、「早期健全化（要注意）」、「財政再生（破たん）」のいずれの状態にあ
るか、また、各会計の経営状態について判断することができます。

健全化判断比率…①実質赤字比率…財政規模に対する一般会計等の実質赤字額の割合 ②連結実質赤字比率…財政規模に対する全会計の実質赤字額等の割合

　　　　　　　　③実質公債費比率…財政規模に対する借金返済額等の割合 ④将来負担比率…財政規模に対する将来負担すべき実質的な負債（市債など）等の割合

資金不足比率…公営企業会計（水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業）ごとの事業規模に対する資金不足額の割合

にかほ市の財政状況

     令和４年度健全化判断比率

 実質赤字比率

 連結実質赤字比率

 実質公債費比率

 将来負担比率

－％ 

－％ 

８．８％ 

５７．６％ 

早期健全化基準 

１３．４９％ 

１８．４９％ 

２５．００％ 

３５０．００％ 

　　　令和４年度資金不足比率

 水道事業会計

 公共下水道事業特別会計

 農業集落排水事業特別会計

－％

－％

－％

事業の規模　　

４８６，７６０千円 

２２５，９０４千円 

７７，３９５千円 

経営健全化基準

各会計　　
２０．０％　　

※どの会計においても資金不足は生じないため、比率は、「-」と表示されます。

（単位：億円）

２８．３

１４１ １３９

３２．６

３５．２


